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■専門部会からの報告
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	■第２回就労支援部会

	日時：令和５年１０月１８日（水）　午後２時００分～午後３時３０分

	会場：品川区立障害児者総合支援施設　地下１階多目的室

	概要：１．しながわ福祉のマルシェの報告について

	　　　　　区内福祉施設と立正大学が共同で８月２６日に中延商店街、１０月
７日に大崎駅の大崎ゲートウェイで行った販売イベントで、その報告
を実際に参加した立正大学の学生２人が行った。
　ジョブサ品川区では立正大学と協定を締結し、社会学科が開設する
科目「コミュニティ・サービス・ラーニング（CSL）」を履修する学生
と地域活動、地域課題に対しての取組みを行っています。
＜報告内容＞
＊客層や売れ行きについて
　・中延商店街では年配の方、当事者の方やその家族が多い
　・大崎ゲートウェイでは若者、家族連れ、外国人が多い。
＊消費者の声
　・アメリカンたわしは取っ手を付けたら腰の痛い人でも使いやすい
　・一部の布製品について、寸法表示がされているほうが、使用時の
イメージがしやすい
　　　　＊学生からの感想や提案
　　　　　・ハロウィンの季節限定品の売れ行きがよい
　　　　　・革製品の売れ行きがよかったので、スマホケースがあってもよい
のでは。
　　　　　・小さい子供や親世代に遡及できる商品があったらよい（キャラク
ターのコラボ商品など）
　　　　＊他事業所より意見や感想
　　　　　・今後も続けてほしいし、参加もしたい。
　　　　　・もっと学生の意見を聞きたい。

	

	　　　　２．臨海斎場における売店・喫茶の活動報告について

	　　　　　臨海斎場では５区（品川・大田・目黒・港・世田谷）で売店での自
主製品の販売や喫茶店などを「りんかい５区ハートプロジェクト」
として行っている。
・目的は「５区障害者施設が製作する自主製品の販路拡大・工賃向
上」「障害者の就労促進・社会参加の促進への貢献」「自主製品販
売を通じた障害者に対する理解促進」の３点。
・売上は月平均で約１７～８万円。５区それぞれの商品のカタログ
を置いている。そこから発注につながった事例もある。
・就労支援の取り組みとして就労の体験や練習も行っている。始ま
　って１年半経つが、３名の方が就労へステップアップした。
＜自主製品のカタログについて＞
５区のカタログを用意し、意見を聞いた。
・そもそもカタログがあることを知らない方が多かった。
・品川のカタログは職員が作成しているが、他区のカタログは業者
に委託して作成したと思われるデザインになっているので、その
ようにしてほしい。
　　　　　・１ページ１事業者で作成してほしい
　　　　　＜優先調達について＞
　　　　　Ｒ４の優先調達の金額としては品川区は２３区１位で、全国でも
６位。役務の公園清掃で金額の５割を占めている。
優先調達についての意見をきいた。
　　　　　・公園清掃についても業務の見直し等で管理も含めて全体の業務を
　　　　　　委託するという話もでている。障害者支援課も間に入りこの業務
を残せるようにしてほしい。
　　　　　・軽作業（封入、チラシの折り込み　等）の仕事も作ってほしい
＜イベント・販売会情報のＨＰへの掲載について＞
イベントや販売会等の情報を区のＨＰに掲載する予定なので、情報
をいただきたいという案内を行った。

	

	　　　　３．グループワーク（自主製品の意見交換）について

	　　　　　各事業所で製作している商品の周知および今後へ向けての意見交
換を行った。

	　　　　　・ロゴを入れたり、その場所場所にあった商品開発が必要

	　　　　　・同じ商品だがハロウィンのパッケージにしたら売れ行きがよか
った。季節やイベントにあわせた販売が必要。

	　　　　　・利用者が個人的に作ったダルマを商品化した。これまでに１０個
　　　　　　売れた。この商品は見た目にインパクトがある商品。そういった
商品開発も必要。

	　　　　　・直接販売だけでなく、間接販売も検討してもよいのでは。

	

	　　　　４．その他

	　　　　＜就労継続支援検討会からの報告＞
就労継続支援事業所が集まり意見交換や情報共有を行っている、
　　　　就労継続支援検討会において、情報発信の方法について検討してい
る。世田谷区の「せせせ」のような事業所の商品や魅力を発信してい
る情報サイトを品川でもできないか、本検討会で継続して検討してい
くとの報告があった。

	　　　　＜共有事項＞
　　　　　前回の全体会で、委員の方から視覚障害者の行政部門での就労の機
会を増やす議論の有無について意見がでた。そういった就労事例や課
題について情報をいただきたいと依頼をした。

	　　　　＜次回のテーマ予定＞

	　　　　・超短時間就労の進捗の共有

	　　　　・福祉から就労への事例共有、重度障害者の就労事例

	　　　　・区の業務支援室の紹介

	　　　　＜次回の開催予定＞

	　　　　令和６年１月３１日　１４時から　区役所会議室

	

	　出席：部会長：区立発達障害者支援施設長

	　　　　部会員：１．品川区立心身障害者福祉会館

	　　　　　　　　２．品川宿

	　　　　　　　　３．げんき品川

	　　　　　　　　４．ジョブサ品川区

	　　　　　　　　５．～キセキの杜～ジョブステーション大井町

	　　　　　　　　６．就労移行支援事業所サンライト

	　　　　　　　　７．ミラトレ大井町

	　　　　　　　　８．リファイン就労支援センター五反田

	　　　　　　　　９．ニューロワークス五反田センター

	　　　　　　　　10．福祉工場しながわ（プチレーブ）

	　　　　　　　　11．すまいる・さぽーと品川

	　　　　　　　　12. 品川区立障害児者総合支援施設「ぐるっぽ」

	　　　　　　　　13．ガーデン

	　　　　　　　　14．かもめ第一工房

		　　　　　　 　15．かもめ第二工房




		　　　　　　　 16．かもめ第三工房




	　　　　　　　　17. トット文化館

	　　　　　　　　18．ふれあい作業所西品川

	　　　　　　　　19．ふれあい作業所西大井
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